


○プログラム概要(募集選抜の人数･評価結果の概況)

◆令和3年度第一段階受講生

申し込み期間：4/19～5/7

応募者数：67名

合格者数：40名

－小学生 19名(小学5年生：10名・6年生:9名)

うち、女子 6名

－中学生 21名(中1：5名・中2：5名・中3：11名)

うち、女子 7名

審査方法：作文課題(一次)・オンライン面接(二次)

作文課題(4項目5点満点)

◆興味関心、責任感、課題発見力、表現力

オンライン面接(4項目5点満点)

◆興味関心、聞く力、表現力＋インターネット環境

https://www.nc-toyama.ac.jp/research/jrdoctor-2/



第一段階審査方法

①応募者67名を2名の審査員で審査

②審査員2名(4項目5点：20点満点)の合計点数上位40名を受入れ(合計28点以上)



○プログラム概要(募集選抜の人数･評価結果の概況)

◆令和3年度第二段階受講生

応募者数：31名

合格者数：10名

－小学生 1名(小6: 1名)

うち、女子 1名

－中学生 9名(中1: 1名・中2: 4名・中3: 4名)

うち、女子 6名

審査方法：第一段階成果発表会(6項目5点：30点満点)

・小学生：作文課題(～800文字)

・中学生：プレゼンテーション発表(A4×3ページ以上)

◆興味関心、聞く力、表現力、課題発見力、仮説検定力、表現力



第二段階審査方法

①受講生の希望調査(第一段階受講生で最終発表会参加の55名中31名が審査希望)

②審査員2名(6項目5点：30点満点)の合計点数の上位10名を受入れ



昨年度からの変更点

・コアとなる実習企画(海洋科学･ロボット)に中心となるグループを設置



シニアメンターの役割

メンターの役割

メンター研修･教育：①e-learning教材を全員受講(必修項目)

APRIN eラーニングプログラム(eAPRIN)

コース名：【富山高専】JSTコース(2)(理工系)

②シニアメンターによるメンター教育(小中学生への指導について)

③各回担当教員による事前教育

・受講生への指導支援

・受講生の受講態度の調査、評価

・企画内容の改善点の提起

・メンター学生の教育

・要配慮の受講生の調査、声かけサポート

・講師役の教員のサポート

昨年度からの変更点

企画毎のメンター(単発)

→受講生の世話役として

中心的な役割を果たす学生を

コアメンターとして採用

先端研究所見学会において

・研究員への質問の促進

・質問を聞き取り

・質問方法の見本の実演



第一段階プログラム
第1回 開講式 6月12日

第2回 若潮丸乗船実習 7月3日

第3回 海洋科学実習① 7月18日

第4回 ロボットプログラミング実習① 8月23日

第5回 ロボットプログラミング実習② 8月24日

第6回 ロボットプログラミング実習③ 8月25日

第7回 海洋科学実習② 9月4日

第8回 海洋科学実習③ 9月18日

第9回
北陸電力エネルギー科学館

ワンダーラボ実習(Aチーム)
10月2日

第10回
北陸電力エネルギー科学館

ワンダーラボ実習(Bチーム)
10月9日

第11回 富山市科学博物館見学会 10月10日

第12回 プレゼンテーション講座 12月4日

第13回 科学ものづくり講座 12月11日

第14回 学習成果発表会･修了式 1月29日

第15回

先端研究所見学会

核融合科学研究所

新来島豊橋造船

3月5日

～

3月6日

令和3年度ジュニアドクター育成塾第一段階年間計画

令和3年度は全て対面での実施

・一部、人数制限を実施(充足率50%以下)

○令和3年度選抜受講生の現在までの伸長の状況

令和2年度との変更点

(1)ロボットプログラミング回の集中講義化

短期集中することで受講生の集中力と知識･技能

の定着化を図った

(2)先端研究所見学会の増加

感染症対策の関係から昨年度は実施できなかった

富山市科学博物館での見学会を実施

(3)科学ものづくり講座の実施

ロボットプログラミング回と並行して行っていた

機械・電気・化学の学科紹介を別日に実施



令和3年度社会発信･報道実績

・開講式：取材 2 件（6月13日富山新聞朝刊掲載，6月15日北日本新聞朝刊掲載）

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/06/14/16546/

・若潮丸乗船実習：取材1 件（7月6日富山テレビ放送「ライブBBT」内で放映）

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/07/08/16875/

・海洋科学実習①

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/07/28/17013/

・富山高専ジュニアドクター育成塾の取組について：取材１件（日本経済新聞）

・ロボットプログラミング実習①～③：新聞報道 2 件（8月24日富山新聞・北日本新聞朝刊掲載）

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/08/31/17330/

・海洋科学実習②

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/09/13/17500/

・海洋科学実習③

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/09/27/17590/

・先端研究機関等：北陸電力エネルギー科学館『ワンダー・ラボ』

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/10/14/17741/

・先端研究機関等：富山市科学博物館：取材 1件（富山新聞）

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/10/14/17750/

・科学ものづくり講座：新聞報道 1件（12月12日富山新聞朝刊掲載）

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/12/20/18650/

https://www.nc-toyama.ac.jp/2021/07/28/17013/


感染症対策について

◆体調管理チェックシートの提出

高体連等が開催する県内体育大会の

様式を参考し、本校用にアレンジした

体調管理チェックシートを毎回の

受付時に回収

◆受付時の体温測定(非接触型体温計)

◆受付時のアルコール消毒

◆教室の定員に対し、充足率が50%

以下になるようにチーム分け

・小学生チーム19名

・中学生チーム21名



第1回：開講式

・企画の紹介：ポートフォリオの確認

・研究倫理入門：技術者･研究者のルール

・アイスブレイク：自己紹介ゲーム/積み木ゲーム



能力
資質

Lv 

Lv 1

Lv 2

Lv 3

Lv 4

自分の考えを整理して、

正確に表現できますか？

【 興 味 ・ 関 心 】 【 聞 く 力 】 【 責 任 感 】 【 課 題 発 見 力 】 【 仮 説 検 定 力 】 【 表 現 力 】

　　　　　　　　　　　　　　　 ふだん

 科学技術について普段、ど

れくらい興味・関心を持って

いますか？

人の説明や会話を注意深く

聞き、内容を理解できます

か？

むずか

難しいことや、わからないこ

とがあっても最後まで取り組

めますか？

学校や日常の生活において

課題(不便さや問題点）に気

が付いた経験がありますか？

直面した課題について、その
かいけつさく

解決策を考えられますか？

他の人の発表資料の良いとこ

ろを組み合わせてみる

学校の授業や、テレビや新聞

で面白いと思ったものを記憶

している

人の説明や会話を聞き、

内容を理解する

こんなん

困難に当たったとき、人に助

けを求めることができる

他の人が見つけた課題に共感

ができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さく

似たような課題の解決策を

探し出せる

良いと感じた他の人の発表

資料を真似てみる

しょうかい

紹介された科学技術について

調べて、自分の言葉でまとめ

上げる

人の説明や会話を聞き、わか

らなかったことを質問できる

こんなん　　　　　　　　　　　　 こま

困難に当たったとき、困って

いる内容を人に説明ができる

他の人が見つけた課題の原因

を見つけることができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さく

似たような課題の解決策を参

考にして、直面している課題に
　　　　　　　　　　　さく　　かいぜん

適した解決策に改善ができる

　　　　　　　　　  おぎな

自分の主張を補うデータを、
ろんり　 ひやく

論理の飛躍なく配置すること

ができる

図書館やインターネット等を使
　　　　　　　　　　　　 はいけい

って科学技術の背景（開発さ
はいけい　　　　　　　　 けいい

背景(開発された経緯や競合

技術、長所/短所など）を調べ

たり、調べ方を質問できる

人の説明や会話を聞き、他の

人に説明することができる

こんなん　　　　　　　　　　　　 こま

困難に当たったとき、困って

いる内容について原因を
すいそく

推測して人に説明ができる

自分で課題を見つけること

ができる

 

課題の原因を整理し、その
　　　 さく

解決策を複数考え出すこと

ができる

自分が一番強調したい内容

が目立っている

今までにはない新しい見方
かいしゃく

(解釈)で科学技術の利点・

欠点をまとめることができる

人の説明や会話を聞き、他の

人に説明するとき、自分の考

えを加えることができる

こんなん

困難に当たったとき、自分な

りの解決方法を考え、相談が

ができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　むずか

自分で見つけた課題の難しさ

を、人に説明ができる

　　　　　　　　  さく

課題の解決策を複数考え出し
　　　　　　　　　　ひかく

たうえ、その比較･評価を行
　　　　　　 すぐ

い、最も優れた解決策を提案

できる

富山高専ジュニアドクター育成塾ポートフォリオ(配布資料より抜粋)

受動的

能動的



毎回、Microsoft Formsでアンケートを実施

[興味関心] 1.55 [課題発見力] 2.15

[聞く力] 2.60 [仮説検定力] 1.90

[責任感] 2.23 [表現力] 2.18



論理的に物事を考える力を身に付け、シャーロック・ホームズみたいになりたい。学んだことを日々の生活に活用できるようにしたい。

いろいろなことを知り、学び、また、学んだことを人のために役立てることのできる人になりたいです。

どれもレベルが低いのでもっとレベルが高くなるように頑張りたいですが、特に今までにない新しい見方をすることや、困難に当たった時自分の

解決方法を考えること、課題の解決策を複数考え優れた解決策を提案することができるようになりたいです。

ロベルトコッホのように、すぐに結果が出なくても、諦めないで根気強く実験などを出来る人になりたい。

自分が不思議に思ったことを進んで調べ、それを明らかにできるようになりたいです。

自分で課題を見つけ、それに対して解決できるよう考えを導き出して自ら行動できるような人になりたい。

ジュニアドクターの他の参加者と話し合い考えを深めていく力を育てていきたい。

このようなことを通して分かったことやできるようになったことを他の誰もに分かるようにプレゼンテーションする力を身につけたい。

このようなことは全てのことにとても役立っていくと思うからです。

プログラミングのスキルを身につけて、システムエンジニアの夢に近づきたい。

人の話をちゃんと理解し、分かりやすく他人に説明できるようになりたい。

難しいプログラミングが出来るようになったり、海洋のことを知りたい。

自分だけで課題を発見し、仮説を組み立てられるようになりたい

自分の伝えたいことを他の人にわかりやすく伝えることができるようになりたい。人の言っていることを理解し、自分の言葉で整理し他の人に

わかりやすく説明できるようになりたい。

ロボットを問題なく動かせるようなプログラミングができるようになりたい。

いろんな見方で物事を考えれるロボットを動ようにプログラミングができらようになりたい

自分が気になったことを自分で調べて自分で検証できるようになりたい

データを分析して色色な視点からものを見られるようにしたい

プログラミングのしくみと、何かを自分で作り出してみたい。

僕は、ジュニアドクター育成塾を通して、自分の考えを整理して、正確に表現できるようになりたいです。わけは、自分の考えを、

正確に表現できるようになれば、他の人に、自分の考えはどのようなものなのかを示すことが出来、自分の考えを改善できるようになると思うからです。

僕はロボット設計技術士になりたいのでそのために必要な考え方、知識、技術を身に着けそれを活かせるようになりたい

受講生アンケート：なりたい未来の自分像より抜粋



【参考資料：令和2年度受講生の伸長】



第2回：若潮丸乗船実習

・沿岸地域社会の経済活動を船から観察

・沖合7km、水深800m観測点で試料採取

・班毎に生物採取/海水温/塩分濃度/海象･気象観測を実施

海を観測･記録し、観察結果を検証する材料を自ら集める

→観察力と課題発見力、責任感の醸成



第3回：海洋科学実習①

・若潮丸実習の振り返り、データの共有

・データの可視化実習、観測野帳の完成

・接岸実習体験

→聞く力、伝える能力、課題発見力の醸成



第7回：海洋科学実習②

・富山県における国際ビジネスと産業構造

・富山新港の構造と輸出入品の流通路

・学生によるロシア語講座

→異文化理解、俯瞰的視野

多業種連携、分野横断力の

醸成



第8回：海洋科学実習③

・先端研究におけるAI、IoTについて

・情報と海洋の融合

・組み込みシステム実習

・困りごととテクノロジー

→先端研究と身近な社会の関係

分野横断力、行動力と聞く力

課題発見力と解決力の醸成



第4～6回：ロボットプログラミング実習

小学生チーム

・ロボットの組み立て

・プログラミング

・ライントレースの実施

中学生チーム

・課題理解(迷路の走破)

・プログラミング

・タイムトライアルや高度な

課題の追加(荷物の搬送)

→論理的思考力、表現力

仮説検定力の醸成



第9回10/2(土) 第10回10/9(日) 先端研究所見学・ワンダーラボ(北陸電力株式会社)

北陸電力株式会社管轄のエネルギー科学館(ワンダーラボ)にて協力を受けて、

以下の取り組みを実施 http://www.rikuden.co.jp/wonder/index.html

時間 内容 題目等

約40分 講義 電気の歴史(偉人達の発見)と発電のしくみ(発電所の構造と蓄電)

各20分程度

体験学習

①モーター発電

②エコメロディカード作成

磁石とコイルを組み合わせた発電の仕組みを学んだ後、モーターを回

してLEDを点灯させる実験を実施

太陽電池とスピーカー、導電性テープ等を組み合わせた簡単な回路を

作成し、電池のいらないメロディカードを作製

約40分 施設見学 科学館内施設での体験学習



10/10(日) 先端研究所見学・富山市科学博物館見学

博物館の使命を学ぶ

・バックヤードでの標本作製や保存方法を理解し、展示会場を支える技術を学ぶ

・展示会場のテーマを理解し、ストーリー作成の重要性を学ぶ



2021.12.04(土)：プレゼンテーション講座

感染症対策のため、教室の充足率を50%以下にて実施

◆午前：小学生チーム

◆午後：中学生チーム

本校国語科教員の指導の下、下記について講義を実施

・自分の体験したことの書き出し

・自分の考えと他人の考えの差別化、区別化

・論理的に展開するための文章構成

・研究レポートと感想文の差異

・受講生同士の発表による学びや気付きの重要性



2021.12.11(土)：科学ものづくり講座

感染症対策のため、教室の充足率を50%以下にて実施

◆小学生チーム：前半(機械・電気) 後半(化学)

◆中学生チーム：前半(化学) 後半(機械・電気)

各学科における先端研究の取り組み事例や社会に

実装されている製品について体験

機械系：ロボットの制御を学び、小型ドローン操作を体験

電気系：ロボット･プログラミング回で使用したロボットを

高度化･複雑化することでできる可能性について展開

(ルービックキューブロボットや姿勢制御ロボット、紙

飛行機作成･発射システム等)

化学系：液体窒素を用いた低温実験．相変化や弾性変化等

物性の温度依存性について観察



1/30(土)：学修成果発表会

時間 内容 題目等

9:00-12:30 学習成果発表会・修了式 Aチーム：作文朗読

13:30-17:00 学習成果発表会・修了式 Bチーム：プレゼンテーション

1人3分程度、事前に与えられたテーマについて

学習成果を発表

方法：対面もしくは遠隔での実施

後者の場合は修了証は後日郵送

Aチーム：400～800字(原稿用紙2枚まで)の作文課題

Bチーム：A4×3枚までのプレゼンテーション課題

(作成方法は自由)

課題資料は原本を郵送いただき、事前審査(第二段階)

第二段階希望調査を行い、受け入れ研究室の教員に

当日の発表を評価してもらう

※本ページは令和2年度実施成果：令和3年度は12月現在、実施準備中



3/25 (木)先端研究所オンライン見学会、修了式

Teamsによる先端研究所オンライン見学会を実施

(株)新来島豊橋造船・自然科学研究機構 核融合研究所

・船の建造工程を通じスケール感と造船業界を学ぶ

・次世代のエネルギーを知り、科学の責任を学ぶ

※本ページは令和2年度実施成果：令和3年度は12月現在、実施準備中

出典：Google Map



◆受講生の学びに対するフィードバックについて

令和2年度：毎回のアンケート結果を集計し、まとめたQ&A集を配布

令和3年度：Q&A集の作成･配布頻度を上げることで各回の学び直し用教材として

役割を持たせた．次の回の配布資料として配布

また、令和2年度のQ&A集をオンライン教材として提供し、質問をする際の敷居を

下げることを図った

毎回のアンケート内容

・実習内容に関わるクイズ

・調べ物課題

・疑問点の聞き取り



質問に対する回答

→その回答で生じる新しい疑問点について

調査研究を提案する等の受講生の興味関心や

向学心を刺激し、継続学習を促す工夫

◆最終成果発表会におけるテーマに

「ジュニアドクター育成塾で実施した

実習を通じて感じたこと」を課題として

追加設定

→受講生個々人の調べ物学習の成果を

評価する仕組みを盛り込んだ























・第一段階プログラムの各取り組みを通じ選抜された受講生が研究室に配属(10名)

・研究室体験を通じ、研究能力の向上を図る

第二段階プログラム

◆空気流れの基礎研究

◆AIを用いた移動ロボットの自律移動制御

◆リアル世界にバーチャル情報を融合するAR技術を用いたアプリケーション開発

◆人間の動きを理解するAIシステムの開発

◆食用油脂の組成と物性

◆プラスチックに電気を流そう～IoTのための新素材～

◆富山県における国際ビジネス・貿易

◆地域振興・まちづくり・商店街の活性化を考える

◆海洋や船に関する，観測や実験を通した研究

◆課題提案型の研究室体験



第二段階の予定

受講生への説明資料より抜粋





北村 2021/5/30 日 北村研究室 実習
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃ

んけん判定」プログラムの実装・考察・振り返り
LeapMotionのプログラム説明

北村 2021/6/20 日 北村研究室 実習
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃ

んけん判定」プログラムの実装・考察・振り返り
LeapMotionのプログラム説明

北村 2021/8/26 木 北村研究室 実習
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃ

んけん判定」プログラムの実装・考察・振り返り
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃんけん判定」プログラムの作成と実装

北村 2021/8/28 土 北村研究室 実習
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃ

んけん判定」プログラムの実装・考察・振り返り
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃんけん判定」プログラムの作成と実装

北村 2021/8/29 日 北村研究室 実習
LeapMotionを用いたモーションキャプチャによる「じゃ

んけん判定」プログラムの実装・考察・振り返り
中間発表会の資料作り

北村 2021/9/26 日 北村研究室 実習 ハンドサイン認識による無人サービスシステムの作成 ハンドサイン認識による無人サービスシステムの作成

北村 2021/10/17 日 北村研究室 実習 ハンドサイン認識による無人サービスシステムの作成 ハンドサイン認識による無人サービスシステムの作成

北村 2021/11/20 土 北村研究室 実習 ハンドサイン認識による無人サービスシステムの作成 ハンドサイン認識による無人サービスシステムの作成

峰本 2021/5/29 土
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 ジュニアドクターでの研究の予備実験 ガスクロマトグラフによる脂肪酸メチルエステルの測定

峰本 2021/6/5 土
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 ジュニアドクターでの研究の実験 脂肪酸の相互溶解に関する基礎実験

峰本 2021/6/19 土
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 ジュニアドクターでの研究の実験 脂肪酸の相互溶解に関する基礎実験

峰本 2021/7/3 土
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 ジュニアドクターでの研究の実験 脂肪酸の相互溶解の測定・定量

峰本 2021/7/26 月
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 ジュニアドクターでの研究の実験 脂肪酸の相互溶解の測定・定量

峰本 2021/7/28 水
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 ジュニアドクターでの研究の実験 脂肪酸の相互溶解の測定・定量

峰本 2021/8/23 月 Teams 打合せ Teamsを用いて受講生との打合せを行った。 中間発表会に向けた発表内容等の打合せ

峰本 2021/8/30 月 Teams 打合せ Teamsを用いて受講生との打合せを行った。 中間発表会に向けた発表内容等の打合せ

峰本 2021/9/3 金 Teams 打合せ Teamsを用いて受講生との打合せを行った。 中間発表会に向けた発表内容等の打合せ

峰本 2021/9/6 月 Teams 打合せ Teamsを用いて受講生との打合せを行った。 中間発表会に向けた発表内容等の打合せ

峰本 2021/11/13 土
本郷キャンパス物質化

学工学科共通ラボ
実験 混合脂質の融点測定 混合脂質の融点測定

峰本 2021/12/13 月 Teams 打合せ 最終発表に関する打合せ Teamsを用いて受講生との打合せを行った。

第二段階における各研究室体験の取り組み内容

・受講生と指導教員の打ち合わせで実施日を決定

・各研究室に専属の事務職員を配し、連絡や希望調査を実施



福留・金山 2021/4/2 金 Teams 打合せ テーマ決めのための打合せを行った。 様々な観測機器や研究の紹介

福留・金山 2021/4/5 月 Teams 打合せ テーマ決めのための打合せを行った。 テーマの決定と方向づけ

福留・金山 2021/4/24 土 センター共通室 打合せ
テーマ及び実施概要について打合せを行っ

た。
実施概要とスケジュールについて確認

福留・金山 2021/5/13 木 Teams 打合せ
今後のスケジュール・若潮丸での観測につい

て確認を行った。
学校予定確認、若潮丸での観測日、次回予定日について確認

福留・金山 2021/6/19 土
センター共通室

若潮丸
打合せ 船上での観測内容について打合せ 富山湾地形の確認、観測点の設定、観測点へのコース設定、移動時間・観測時間等の算出

福留・金山 2021/7/3 土 若潮丸

調査

（フィール

ドワーク

等）

若潮丸へ乗船し観測データを収集した。

福留・金山 2021/8/2 月 Teams 講義
7/3若潮丸での観測結果の考察

8/5の観測に関する打合せ等

7/3若潮丸での観測結果をグラフにより考察し、その結果を基に8/5はどのような場所でどのよう

な観測を行うか打合せ。

9/11中間発表に関する概要説明。

福留・金山 2021/8/5 木
わかしお1号

演習室

調査

（フィール

ドワーク

等）

わかしお1号へ乗船し観測データを収集し

た。
いくつかのポイントにおいてデータを収集し、水温、生物等を観察した。

福留・金山 2021/8/26 木 センター共通準備室 講義 実験データのまとめ，発表資料作成 データ分析方法，パワーポイントの使用方法

福留・金山 2021/8/30 月 Teams 講義 実験データの分析，発表資料を作成 実験データの分析方法，発表資料作成を指導

福留・金山 2021/8/31 火 Teams 講義
実験データの分析，発表資料を作成（昨日続

き）
実験データの分析方法，発表資料作成を指導

福留・金山 2021/9/8 水 Teams 打合せ 中間発表の練習 中間発表の指導

福留・金山 2021/9/9 木 Teams 打合せ 中間発表の練習 中間発表の指導

福留・金山 2021/11/20 土 ラボF 演習
プランクトンの観察と、プランクトンの種類

の調査

事前に採取したプランクトンを顕微鏡で観察・撮影し、図鑑等を用いてプランクトンの名前や種

類を調査した。



田尻 2021/4/17 土 Teams 講義 プログラミング講座 環境構築

田尻 2021/4/25 日 Teams 講義 プログラミング講座 プログラムの概要説明

田尻 2021/5/14 金 Teams 講義 プログラミング講座 基本の制御構文の説明

田尻 2021/6/4 金 Teams 講義 プログラミング講座 pythonの制御構文の練習

田尻 2021/6/11 金 Teams 講義 プログラミング講座 pythonの制御構文とリストについて

田尻 2021/7/23 金 Teams 講義 第６回プログラミング講座 pythonの関数定義について

田尻 2021/7/30 金 Teams 講義 第７回プログラミング講座 Numpyライブラリについて

田尻 2021/8/13 金 田尻研究室 講義 第８回プログラミング講座 RaspberryPiの使い方

田尻 2021/8/20 金 田尻研究室 講義 第９回プログラミング講座 EV3の組み立て

田尻 2021/8/21 土 田尻研究室 講義 第10回プログラミング講座 カメラを使ったpythonプログラミング

田尻 2021/8/27 金 田尻研究室 講義 第11回プログラミング講座 EV3のライントレース制御

田尻 2021/9/4 土 田尻研究室 講義 中間発表資料作成 中間発表資料作成、発表内容打合せ

田尻 2021/9/5 日 田尻研究室 講義 中間発表資料作成 中間発表資料作成、発表内容打合せ

田尻 2021/9/10 金 Teams 打合せ 中間発表の練習 中間発表の指導

田尻 2021/12/18 土 Teams 打合せ 最終発表の準備 最終発表会に向けて準備、打合せを行った。

田尻 2021/12/19 日 Teams 打合せ 最終発表の準備 最終発表会に向けて準備、打合せを行った。



石田 2021/6/3 木 Teams 実習 Teamsテスト、AR技術体験 ARのデモの動かし方を指導、手順紹介

石田 2021/8/16 月 石田研究室 講義

・スケジュール確認

・研究内容議論

・ARデモ確認

・プログラム（ファイル出

力、複数マーカー対応）

・マーカー認識精度測定実験

(動画撮影、 認識処理、マー

カー座標出力、ばらつき計

算)

・研究目標、内容についての議論

・プログラミングおよびその説明

・実験で用いる指標説明

・測定実験についての説明、議論

石田 2021/8/17 火 石田研究室 講義

・ばらつき計算、グラフ作成

・実験条件によるばらつき傾

向の違いについての議論

・実験結果の可視化方法

・実験結果の議論およびそれを受けての

　研究方向性の説明、議論

石田 2021/8/19 木 石田研究室 その他
手塚さん欠席のため、明日に

向けた準備
手塚さん欠席のため、明日に向けた準備

石田 2021/8/20 金 石田研究室 実験

・中間発表の説明

・先週の実験結果から仮説検

討、検証実験

・解決策議論

・スライド作成

・中間発表の説明およびスライド作成説明

・仮説検討およびその検討に関する議論

・検出ブレの解決策の議論

石田 2021/8/24 火 石田研究室 実習 中間発表資料作成 中間発表の説明およびスライド作成説明

石田 2021/8/25 水 石田研究室 実習
表示ブレを抑えるマーカや処

理方法の実験
プログラミング指導や処理方法議論

石田 2021/8/27 金 石田研究室 講義 中間発表資料作成 中間発表の説明およびスライド作成説明



滝沢・由井 2021/4/14 水 Teams 打合せ
テーマ決めのための打合せ

（研究イメージの共有）

研究イメージの詳細確認・「海洋ごみの詳細

な定義」を目的とした宿題の提示

滝沢・由井 2021/4/28 水 Teams 打合せ
テーマ決めのための打合せ

（研究の方向性、絞り込み）

海洋ごみの定義確認・「海洋ごみを拾うアイ

デアだし」を目的とした宿題提示

滝沢・由井 2021/5/12 水 Teams 打合せ
研究方法のアイディア出し、

受講生のプログラミング環

海洋ごみ拾いのアイデア確認・「研究に使用

するセンサーに関する調査」の宿題提示

滝沢・由井 2021/5/26 水 Teams 講義
ゴミを判別するためのセン

サーについて考える
各センサーの特徴を説明

滝沢・由井 2021/6/9 水 Teams 講義 超音波センサーを用いた実験 超音波センサー実験の方法を説明、宿題提示

滝沢・由井 2021/6/30 水 Teams 講義
超音波センサーを用いた実験

結果レビュー
データのまとめ方、結果の考察方法等

滝沢・由井 2021/7/14 水 Teams 講義
超音波センサーを用いた実験

結果レビュー
データのまとめ方、結果の考察方法等

滝沢・由井 2021/7/28 水 Teams 講義

超音波センサーを用いた実験

結果をもとに仮説を立て図に

してみる、夏休み中の活動に

仮説（図）についての評価、夏休み中の活動

日程・実施内容・事前準備等について説明

滝沢・由井 2021/8/19 木
電子情報工学科

第１実験室
実験

海洋ゴミ判別のアイデア出

し、実験方法検討

海洋ゴミの特徴から、その判別に有効なセン

サーを選定し、それらのセンサーを用いた実

滝沢・由井 2021/8/20 金
電子情報工学科

第１実験室
実験

水分センサによる海洋ゴミ判

別実験

水分センサを利用し海洋ゴミを判別できるか

を、実際の海洋ゴミおよび自然物を用いて確

滝沢・由井 2021/8/24 火
電子情報工学科

第１実験室
実験

カラーセンサ・レーザー距離

センサによる海洋ゴミ判別実

カラーセンサ・レーザー距離センサを利用し

海洋ゴミを判別できるかを、実際の海洋ゴミ

滝沢・由井 2021/8/25 水
電子情報工学科

第１実験室
実験

実験のまとめ、中間発表資料

作成

３日間の実験結果のまとめ・振り返りを行

なった。

滝沢・由井 2021/9/8 水 Teams 打合せ 中間発表の練習 中間発表の指導

滝沢・由井 2021/10/1 金 Teams 打合せ
中間発表会の振り返りと今後

の活動日程について

中間発表会の振り返りと今後の活動日程につ

いて

滝沢・由井 2021/11/20 土
電子情報工学科

第１実験室
　 ロボットアームの制作

Mindstorm Ev3を用いたロボットアーム制作

の補助、動作検証

滝沢・由井 2021/12/4 土 滝沢教員室 実習
水分センサとロボットアーム

による海洋ゴミ判別実験

水分センサにより海洋ゴミを判別し、ロボッ

トアームによりそのゴミを回収できるか検証



山本 2021/4/11 日 センター共通室 打合せ
今後のスケジュール、研究

テーマについて打ち合わせ
今後のスケジュール、研究テーマについて打ち合わせ

山本 2021/5/23 日 センター共通室 打合せ

今後の研究テーマにもとづい

た実験・実習について打合

せ・調査をおこなった。

今後の研究テーマにもとづいた実験・実習について打合せ

をおこない、ジャミングハンドの試料の選定のための調査

に関する指導をおこなった。

山本 2021/6/20 日
射水C専攻科棟２F講義

室A
実験

ジャミングハンドの材料とな

る粉をからジャミングハンド

を制作

ジャミングハンドの試作と試料（粉）の選定をおこない、

研究をすすめていくうえでの試料の記録や試作方法につい

て指導をおこなった。

山本 2021/8/18 水 センター共通室 打合せ
ジャミングハンド評価法打合

せ

ジャミングハンド評価法のディスカッションを行い，必要

物品や実験手順について指導を行った。

山本 2021/8/20 金 センター共通室 実験 ジャミングハンドの評価実験
ジャミングハンドの評価実験ならびに記録と観察に関する

指導をおこなった。

山本 2021/8/21 土 センター共通室 実験
ジャミングハンドの評価実験

続き

ジャミングハンドの評価実験ならびに記録と観察に関する

指導をおこなった。

岡本 2021/4/10 土 岡本研究室 講義
貿易のアウトラインの把握の

ための事前講義を行った。
中古車貿易の様相　始まりとその歴史

岡本 2021/4/17 土 岡本研究室 講義
貿易のアウトラインの把握の

ための事前講義を行った。
中古車貿易の変容　取引規模の変化と今の課題

岡本 2021/5/15 土 岡本研究室 講義
貿易のアウトラインの把握の

ための事前講義を行った。
貿易を研究することの学問的位置づけ

岡本 2021/6/19 土 岡本研究室 打合せ
前回の講義の続きと調査計画

の検討

貿易を研究することの学問的位置づけ(講義)

調査先で聞き取りたい事項を考える

岡本 2021/8/25 水
岡本研究室

中古自動車部品会社

調査

（フィール

ドワーク

等）

中古自動車部品の輸出をして

いる会社への聞き取り調査

中古車・中古自動車部品貿易についての聞き取り調査

調査結果のまとめ

岡本 2021/8/28 土 岡本研究室 講義
調査結果のまとめ、発表資料

の作成
調査結果のまとめ、発表資料作成の指導

岡本 2021/9/4 土 Teams 演習 中間発表会リハーサル 中間発表の指導

岡本 2021/10/16 土 岡本研究室 講義

中間発表会の振返りと、最終

発表会の内容整理

最終発表会のプレゼンテー

ション作成

受講生からの調査結果報告に基づく質疑応答・講義

プレゼンテーション作成へ向けての内容指導

岡本 2021/11/20 土 岡本研究室 演習 最終発表会の練習・録画 最終発表会の最終指導を行った。



清 2021/6/26 土 清研究室 講義
調査領域の設定、および関連

講義を行った。

受講生からの課題報告に係る理解の深化をはかった。調査

領域に係る講義を行った。メンター学生から各研究内容に

係る講義、及びディスカッションを行った。

清 2021/7/10 土 清研究室 講義

調査領域における具体的調査

項目の検討、および関連講義

を行った。

対象地域に関する情報提供（資料他）を行った。

調査領域に係る講義を行った。

メンター学生から研究内容に係る講話、及びディスカッ

ションを行った。

清 2021/7/17 土 清研究室 演習

特に注力すべき調査項目の抽

出、および関連講義を行っ

た。

受講生が収集した定性データの整理・考察を行った。

関係する学術理論に係る講義を行った。

メンター学生から研究内容に係る講話、及びディスカッ

ションを行った。

清 2021/8/5 木 清研究室 演習
今後の調査に係る質問の検

討、及び関連講義を行った。

受講生が聴講したシンポジウム内容について考察した。

中間発表に係る必要準備内容について教示した。

次回までの課題について明確化した。

清 2021/9/11 土 清研究室 演習

書面調査の回答に対する内容

考察、及び関連講義を行っ

た。

質問に対する書面回答内容について考察した。

現地往訪調査への必要準備学習内容について教示した。

中間報告内容について最終指導を行った。

次回までの行うべき事柄について明確化した。

清 2021/9/25 土 金沢

調査

（フィール

ドワーク

等）

研究対象地域である金沢にお

いて、景観とまちづくりに関

する実際の状況について調査

を行った。

金沢市職員からの専門的な解説を得ながら、地域における

地形・歴史・土地利用を踏まえた、景観特性を考慮したま

ちづくりの実際を教示した。

清 2021/10/7 木 清研究室 演習

現地調査結果まとめと、カン

ファレンス報告へむけての内

容整理

受講生からの調査結果報告に基づく質疑応答・講義。

プレゼンテーション作成へ向けての内容指導。

清 2021/10/16 土 清研究室 演習
サイエンスカンファレンスへ

向けての指導

受講生が作成した資料内容に対する指導を行った。関係す

る領域に係る講義を行った。



◆中間発表会(9/11)

・対面/遠隔のハイブリッド形式での発表会(発表･質疑応答含めて10分)

・第一段階受講生と希望する保護者は遠隔で視聴



◆サイエンスカンファレンス2021での発表(11/6)

・科学技術振興機構(JST)が主催するジュニアドクター育成塾実施機関の

第二段階受講生が集い、地域や専門分野を越えて交流･啓発を行うイベント

オンライン発表(Zoom)

◆ハンドサイン認識に

よる無人接客サービス

システムの開発

◆地域振興･まちづくり

のあり方に関する調査･

研究～文化都市･金沢の

取組から～

サイエンスカンファレンスにおいてアイディア賞･チャレンジ賞を受賞



○今後の課題と改善案

・企画の充実化(対象：第一段階受講生、第一・第二段階選抜漏れの生徒)

→他の実施機関の取り組みを参考として自由参加の企画を立案

例)オープンキャンパスや科学教室の企画の充実化(本校独自企画)へ

ジュニアドクター育成塾の受講生や上記生徒の門戸を開く

(地域の小中学生の全体の底上げ)

・他実施機関との協力体制構築(相互企画の立案)

◆令和3年度は和歌山高専と舞鶴高専の取り組みを視察

◆和歌山高専の企画に本校の受講生も参加(トライアル)→相互企画の可能性

・地域企業の参画を広げる(対象：本校技術振興会所属の企業)

→感染症対策のため、実施を見合していた企画の提案(講師派遣依頼等)

・受講生の伸長を図る仕組みを検討(対象：第一・第二段階受講生)

→現状は具体的な数値として調査しているのは初回と最後、企画途中は簡便な

クイズで理解度を評価するに留まっている

→メンターの活用ならびに指導技術向上のための勉強会、研修会の検討



・受講生の個々の学びのPDCAについて

→舞鶴高専での取り組み(成果発表会準備の助言指導をメンターが行い、評価する)が

本校でも行えないか検討を行う

・企画の地域展開

→受講生が本校で具体的に何を取り組んでいるか、HPや報道での発信だけでなく

最終成果発表会以外の企画についても小中学校の教員招待、意見交換、教材の共同

開発を検討し、裾野を広げる活動へと繋げる




